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Walter Jungの "KleineGrammatik der deutschen Sprache"が
今世紀の30年代から，それ迄のどちらかと言えば規範的で杓子定規的な
文法記述とは異なる理論に支えられて世に出たのは1953年のととであっ
た。 280頁のこの小冊子は従来の所調学校文法の構成を改めて， Satzbau 
から説き起し，文(Satz)とは何か， Satzgliedとは何かを間い，次いで
Satzg liederの形態と機能を論じ，単文から複文へと論及し， そこで始
めて詞論に入り，最後に Wortstellung論で締めく くっている。 しか
し参照された文献は KarlBoost， E. Drach， lngrid Dal 等の外は




"Hans ist tuchtig. Seine Frau heist Gretel."という文型で ist，heist 
を従来通り Kopula(--Satzband)， tuchtig， Gretelを Pradikativum
と名づけ， Kopula には殆んど意味内容がなく， その価値は Satzglie-
derを結合する働きにあるとしているのを見てもわかるであろう。この






とれらの Germanistenの著書，例えば J.Erben: Abris der deut-
schen Grammatik. 1959， W. Admoni: Der deutsche Sprachbau. 
1960， E. Riesel: Stilistik der deutschen Sprache. 1949， K. Lind-
gren: l¥;eue Stromungen in der deutsch巴nGrammatik. 1960， H. 
Brinkmann: Die deutsche Sprache. 1962， H. Glinz: Der deutsche 
Satz. 1957， Die innere Form des Deutschen. 1961， W. Flamig: 
Zum Konjunktiv in der deutschen Sprache der Gegenwart. 2. 
Aufl. 1962， P. Grebe: Grammatik der deutschen G巴genwartssprache
1959， W Schneider: Stilistische deutsche Grammatik. 2. Aufl. 
1959.等を渉猟して，編纂方針は前述の“KleineGr丘mmatikder deut-
schen Sprache"を踏襲しながらも質量共に面白を一新して完成された














調したり制限したりする働きを持つ Rangier-G1 ied --Schulz-Gries-
bachの命名によれば Rangattribut--を新たに加えている。 例えば
"das W etter allein， besonders sein Bruder， schon gestern では付ー
加語的であり， "Tritt nur ein !"では状況語的であり， また "Auch 
ich kenne ihn."では接続詞的であると している。 ζの点では Duden
が kaum，keineswegs， uberaus， auch等の Modaladverbienだけを
探り上げて，これらが付加語としての機能を持つことを指摘しながら




扱， Duden， Griesbach， Erben等がひとし く文の基幹を形造る成分
(Satzglied)として挙げている述語 (Pradikat)に就いては， 前に述べ
た Kopula (Er ist Cωird) Kaufmann.) という概念が姿を消してい
るのは以上三者と軌をーにしている。 sein，werden， bleiben， heisen 
等は， Pradikatとして働く他の動詞(所謂 Vollverben) と同信、に取
扱われるべきものであるとする。それは先ず時称を表わすからであり，
Jungはその理由として他の動詞と同じく構文の法則に従うからである
と言う。叙述分では2番目の位置を (Kernstellung→ Er ist Lehrer 
in Berlin.)，副文では文末の位置を (Spannstellung→ da er Lehrer 
ist. )， または所謂複合時称では枠 (Rahmen)を構成する(→ Erist 





Fritz ist dein Freund. Fritz bleibt dein Freund. Fritz wird dein 
Freund. Fritz scheint dein Freund. (S. 36) 
それならばこの "Fritzist dein Freund."という火における "dein
Freund"，或は "Freund"はどういう成分と見倣すべきであろうか。
それは勿論 pradikativeErganzungenの一つであろうが， Griesbach 
が Pradikatsnominativと，また DudenがGleichsetzungsnominativ
と名づけているよう には特別な名称は与えていない。 尤も Duden と
Griesbachのつけた名は括孤っきで挙げてはいるが。同りにな文型("Der
Boden war hart.") ~ζ見られる形容詞 hart は Jung~ζ従えば Prä­
dikatsadjektivであり， 成分としては Pradikatserganzung の一つ
だが， 彼はとこでも Dudenが Umstandserganzung のうちの
Arterganzung だとしているのとは巡い特;むすることはしていないので
ある。








Flexionsarten に従って Jungは強変化， 弱変化， 不規則変化の三
つのグループに別けているが，強変化の特徴は転音であり，弱変化動詞
は語幹が常!こ同一であり，また不規則変化動詞には転音の外に子音も変
化するものが含まれるとする。 これには gehen，stehen， sein， tun， 
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br巴nnen，kennen， nennen， bringen.等の外lζ所謂話法の助動詞〈乙
れについては KlausW巴lke:Untersuchungen zum System der Mo-











所謂運動や場所の移動を示す動詞 (Verbender Bew巴gung，Verben 
der Ortsveranderung)が habenを助動詞としてとるときは行為その
ものをあらわし， selnを選ぶときは場所の移動を表面に出すというよ
うに説かれて来たが， ]ungは habenの使用は主語の B巴tatigungを
浮ひ上らせて， これらの動詞を他動詞化し， seinを使えば事象 (Vor-
gang) そのものにiTI:点がおかれ， その場合は自動調にとどまるとして
次のような例を挙げる。
Er hat (den Wagen) gefahren. Er ist (im Wagen) gefahren. 






因としている(Wirsind den ganzen Tag geschwommen (geklettert)). 
また fahrenとfliegenは habenをとるときと seinをとるときとで
は二義的な意味で異なり，前者では誰かが自らハンドノレを握り，後者で
は乗客である乙とをあらわすし， (Duden: Bd. 4. S. 99f.， Duden: 
Bd. 9.)， reisenでは専ら semを助動詞とするよう になっているとし
ている。
l侍称の用法のうち， r未来」についての Jungの考え方を見るならば，





邦人には実感として抱握し難く (これは， W. Schneider， Weber (Das 
Tempussystem des Deutschen und des Franzosisch巴n)，Kate Ham-






ると一応は言いながら }>Esgingen drei Jager wohl auf die Pirsch. 
(Uhland) <{という文をあげ， ζのesは文を導入する副詞 einst或は da
に近いと判断して，r過去，現在，未来における継続的様態を示す」とい
うW.AdmoTIlの説を紹介している，即ち文体的効果を持つとしているの
である。序でに言えば， 乙のesについては毒舌家 KarlKrausの "Die
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Sprache" I乙収録されている ηPsychologieund Grammatik"にいかに
も作家らしい独創的な，或はまっとうな見解が披歴されていて教えられ
る所が多いことを断っておきたいの Krausは "DerTanz beginnt" 
"Ein Tanz beginnt. "と"Esbeginnt ein Tanz."という三つの文につ
いて，第ーの文は既に紹介されているダンスについて， それがとれから
始まる乙とが述べられ， 第二の文では彼の見方によれば "ein Tanz" 













Thomas Mannと RobertMusil の体品を材料として適確な証論を展
開している WernerHoffmeister : Studien zur erlebten Rede bei 
Thomas Mann und Robert :.1usil. 1965.が読まれるべきであろう。
直裁な概念規定とその多様な形態と複雑微妙な文体的効果を我々は本書
から教えられる。










Dudeη に比較すれば， 全体の櫛成がうまく出来ていて， 疑点を平均
的l乙洩れな く 配分し，行きすぎをT~戒して新しい術語の使用は控えめに
している点，独逸話の文法全般をおおう使い易い実用文法と言ってよい
であろう。
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